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2023 年 9 月 28 日 

 
ガラス窓への『MAMORI･21 IR』塗工による 

遮熱効果の検証 
 

日本パーミル株式会社 
 
ガラス板に赤外線遮蔽性能を付加したガラス飛散防止コーティング材『MAMORI･21 IR』
を塗工することによる遮熱効果を検証するため、太陽光の入射面となる天井部にガラス板
を取り付けた温度測定用試験ボックスを作製し、太陽光が当たる時間帯の温度測定を行い
『MAMORI･21 IR』塗工の有無により比較した。 
兵庫県立大学 工学研究科 河南教授の監修のもと実施した。 
 
 
◆試験体と試験方法 
・試験ボックス２台に取り付けるガラス板（寸法：830mm×785mm×3mm） 
  ブランク：ガラス板 
  比較用試験体『MAMORI･21 IR』：塗布量 0.8kg/m²の『MAMORI･21 IR』をマステ

ィックローラーにて塗工したガラス板 
・熱電対の設置箇所 

ガラス板の表面・裏面 
空間温度（ガラス板中心部分から 100cm 下の空間温度） 
外気温 

・温度測定 
天井部にガラス板を取り付けた温度測定用試験ボックス 2 台を太陽光が当たるよう南
側に向けて配置 
晴天日を選び太陽光が当たる時間帯を中心に、上記の各箇所に設置した熱電対の数値
を記録する 

・実施場所 
  愛知県春日井市 日本パーミル工場敷地内 
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◆試験ボックス概要 
  試験ボックス内部容積：約１m³（寸法等の詳細は試験ボックス図面参照） 
 

外観写真 

 
密閉時              背面 

  
外部壁面、サッシ部：遮断熱塗料塗布 

熱電対設置用の支柱  ガラス面以外の内部：断熱スチレンボード厚さ 25mm×2 枚貼付け 

ガラス板（塗工なし or『MAMORI･21 IR』塗工あり） 
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◆熱電対設置箇所（全体像） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

１．ガラス表面 

２．ガラス裏面 

３．空間温度： 
ガラス板中心部分より 
100cm 下の空間温度 

４．外気温 
試験ボックス 2 台の中央 
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◆熱電対設置箇所（詳細） 
 
１．ガラス板表面（ガラス板表面の中心に設置）            
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２．ガラス板裏面（試験ボックス内部、ガラス板裏面の中心に設置） 

 
内側から見た写真 
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３．空間温度（ガラス板中心部分から 100cm 下の箇所に設置） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
４．外気温 
 

 
 

 
 

 
 

  

センサーの先端： 
ガラス板中心部分から 100cm 下 
試験ボックス奥方向に約 3cm 曲げる 

試験ボックス 2 台の中央 

試験ボックス背面側 
2 台の中央付近 
 
センサーの先端： 

ガラス板中心部分とほぼ同じ高さ 
に設置 
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◆温度測定結果（1 回目） 
測定日時：2023 年 9 月 16 日 9：00～14：20 
天気：晴れ時々曇り  最高気温：40.6℃ 
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ガラス板空間温度と『MAMORI･21 IR』空間温度の温度差を算出し、外気温と温度差の推
移を比較する 
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◆温度測定結果（2 回目） 
測定日時：2023 年 9 月 17 日 8：00～16：00 
天気：晴れ時々曇り  最高気温：38.4℃ 
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ガラス板空間温度と『MAMORI･21 IR』空間温度の温度差を算出し、外気温と温度差の推
移を比較する 
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◆結果まとめ 

 
※１ 空間温度差…ガラス板の空間温度から『MAMORI･21 IR』の空間温度を差し引い

た温度差 
※２ 平均値…外気温が比較的安定した時間帯での空間温度差と外気温の平均値 
   2023.9.16 11：30～12：00 の時間帯 
   2023.9.17 11：30～12：30 の時間帯 

 
 
 

◆考察 
・太陽光が当たるほぼ全ての時間帯で、『MAMORI･21 IR』の空間温度がガラス板の空間

温度よりも低い温度を示した結果から、『MAMORI･21 IR』の塗工による遮熱効果があ
る事が証明された。 

・ガラス板の空間温度から『MAMORI･21 IR』の空間温度を差し引いた空間温度差と外
気温の推移を照らし合わせると、外気温が高い日ほど大きな温度差を示す結果であった。
この結果から、夏期の太陽光の熱量が多い時期ほど高い遮熱効果を発揮する事が期待さ
れる。 
 
 

平均値（外気温）※２ MAX値（外気温）

2023.9.16 40.6℃ 6.0℃（38.0℃） 6.8℃（37℃）

2023.9.17 38.4℃ 4.6℃（36.3℃） 5.5℃（35.3℃）

測定日 最高外気温
空間温度差　※１




